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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年1月31日(2019.1.31)

【公開番号】特開2017-116866(P2017-116866A)
【公開日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2017-024
【出願番号】特願2015-254865(P2015-254865)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/14     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｂ   17/14     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    7/14     　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月11日(2018.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ズーム操作部１６２は、ユーザが交換レンズ１５０の画角を変更するために操作する可
動部材であり、代表的にはズームリングである。交換レンズ１５０には、ズーム操作部１
６２の動きに連動して変倍レンズ１５６を光軸上で移動させる移動機構が設けられている
。本実施形態では、ズーム操作部１６２の操作と移動機構とが機械的に連携するように構
成されており、交換レンズ１５０は手動ズームレンズである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ズーム駆動部２０６は、アダプタ制御部２０２からの命令に従い、交換レンズ１５０の
ズーム操作部１６２（および連動するズーム機構）を機械的に駆動するアクチュエータで
ある。ズーム駆動部２０６は例えば、ズーム操作部１６２を構成するズームリングと接す
る駆動部材と、駆動部材を移動（例えば回転）させるモータとを有する。駆動部材を移動
させることにより、駆動部材とズームリングとの摩擦力によってズームリングを回転させ
、交換レンズ１５０内部のズーム機構を駆動することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６７】
　以下、遠隔撮影システムにおいて、携帯電話機３００からカメラ１００を用いた遠隔撮
影を実現するための各機器の動作について説明する。
＜デジタルカメラの動作＞
　まず、カメラ１００の動作について図５Ａのフローチャートを用いて説明する。図５Ａ
に示す動作は、携帯電話機３００とカメラ１００の間の通信が確立され、例えば携帯電話
機３００のカメラ通信アプリケーションからカメラ１００に遠隔撮影動作の開始が指示さ
れた際に開始される。なお、遠隔撮影動作中、カメラ１００はライブビュー画像を定期的
に（例えば所定のフレームレートで）生成して携帯電話機３００に送信する。カメラ１０
０は、携帯電話機３００に送信するライブビュー画像を、携帯電話機３００の表示部３０
６に適した解像度で生成してもよいし、表示部１１０に表示するものと同じものを送信し
てもよい。携帯電話機３００ではカメラ１００から受信したライブビュー画像をカメラ通
信アプリケーションのライブビュー画像領域に表示することで、ライブビュー画像領域を
カメラ１００の外部ＥＶＦとして機能させる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　Ｓ５１６でカメラ１００は、携帯電話機３００からのズーム制御命令を、交換レンズ１
５０を介してズームアダプタ２００に送信する。
　Ｓ５１７でカメラ１００は、遠隔撮影の終了指示があったかどうかを判定し、遠隔撮影
の終了指示があったと判定されれば、図５Ａに示す処理を終了し、遠隔撮影の終了指示が
あったと判定されなければ処理をＳ５０１へ戻す。遠隔撮影の終了指示は、カメラ１００
の操作部１１５を通じてなされたものでも、携帯電話機３００から受信したものでもよい
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　一方、ズーム駆動ボタン（Ｗ）が押下開始された場合、Ｓ９１２で携帯電話機３００は
、交換レンズ１５０のズーム位置がワイド端かどうかを判定し、ワイド端と判定されれば
命令判定処理を終了し、ワイド端と判定されなければ処理をＳ９１３に進める。なお、現
在のズーム位置がワイド端かどうかは、図７のＳ７１４でカメラ１００から受信した情報
に基づいて判定することができる。現在のズーム位置がワイド端の場合、それ以上ワイド
方向へは駆動させることができないため、セットされた命令を変更することなく（「送信
不要」がセットされた状態で）命令判定処理を終了する。
　Ｓ９１３で携帯電話機３００は、カメラ１００へ送信すべき命令として、「ズーム駆動
開始命令」をセットし、「ワイド方向」をズーム駆動開始命令の駆動方向パラメータとし
て設定して、命令判定処理を終了する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６９】
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　携帯電話機３００は、ズームアダプタの制御が可能と判定された場合、図８（ｂ）に示
した等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａを表示する。一方、ズームアダプタの制御が可能と
判定されず、デジタルズームの制御が可能と判定された場合、携帯電話機３００は、等速
ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａ上にデジタルズームに関する表示を行う。デジタルズームに
関する表示の一例を図１０（ａ）に示す。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　図１０（ａ）に示す例では、デジタルズーム警告表示１００１と、デジタルズーム倍率
表示１００２とを行っている。デジタルズーム警告表示１００１により、ユーザは、等速
ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａを用いて行うズーム操作がデジタルズーム操作であることを
把握することができる。本実施形態において、デジタルズームは速度固定であるため、携
帯電話機３００はデジタルズーム中、駆動速度設定ボタン８２３をディセーブル表示する
。また、デジタルズーム警告表示１００１を駆動速度設定ボタン８２３の上に表示するこ
とで、駆動速度設定ボタン８２３が操作不能であることを把握しやすくしている。デジタ
ルズーム倍率表示１００２は、現在のデジタルズーム倍率を示す。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９０】
　Ｓ１２１６で携帯電話機３００は、表示中の等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａがデジタ
ルズームモードかどうか判定し、デジタルズームモードと判定されればＳ１２１７へ、デ
ジタルズームモードと判定されなければＳ１２１８へ、処理を進める。
　Ｓ１２１７で携帯電話機３００は、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａにおけるデジタル
ズーム倍率表示１００２を更新する。
　Ｓ１２１８の処理は、図７のＳ７１８と同じ処理であるため、説明を省略する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　Ｓ１２１９で携帯電話機３００は、Ｓ７１９と同様に、ズーム制御操作が検知されたか
どうかを判定し、ズーム制御操作が検知されたと判定されればＳ１２２０へ、ズーム制御
操作が検知されたと判定されなければＳ１２２３へ、処理を進める。ここで、ズームアダ
プタ２００およびデジタルズームの両方が制御不能の場合、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０
４ａが操作不能に表示（ディセーブル表示）されているため、Ｓ１２１９でズーム制御操
作が検知されたと判定されることはない。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９６】
　Ｓ１２３２で携帯電話機３００は、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａが現在デジタルズ
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ームモードかどうかを判定し、デジタルズームモードと判定されればＳ１２３３へ、デジ
タルズームモードと判定されなければＳ１２３４へ、処理を進める。
　Ｓ１２３３で携帯電話機３００は、作業用メモリ３０４に保存された、デジタルズーム
の制御可否に関する情報を参照し、デジタルズームが制御可能であれば図１２Ｂに示す処
理を終了し、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａをデジタルズームモードに維持する。
　また、デジタルズームが制御不能であれば、携帯電話機３００はＳ１２３４へ処理を進
め、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａを通常モードに変更して、図１２Ｂに示す処理を終
了する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９７】
　一方、Ｓ１２３５で携帯電話機３００は、Ｓ１２３３と同様に、デジタルズームが制御
可能であればＳ１２３６へ、デジタルズームが制御不能であればＳ１２３７へ、処理を進
める。
　Ｓ１２３６で携帯電話機３００は、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａをデジタルズーム
モードとして図１２Ｂに示す処理を終了する。
　Ｓ１２３７で携帯電話機３００は、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａをデジタルズーム
モードかつ操作不能にして（ディセーブル表示して）、図１２Ｂに示す処理を終了する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９８】
　図１２Ｃは、図１２ＡのＳ１２１９において携帯電話機３００が等速ズーム制御用ＧＵ
Ｉ８０４ａの操作を検知したと判定した際に、Ｓ１２２０で行う命令判定処理に関するフ
ローチャートである。本実施形態の命令判定処理において携帯電話機３００は、表示中の
ズーム制御用ＧＵＩ８０４のモードに応じて、カメラ１００に送信する命令を決定する。
命令判定処理の終了時にセットされている命令に基づき、図１２ＡのＳ１２２１で携帯電
話機３００は命令の送信要否を判定する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２００】
　Ｓ１２５１で携帯電話機３００は、表示中の等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａがデジタ
ルズームモードかどうかを判定し、デジタルズームモードと判定されればＳ１２５６へ、
デジタルモードと判定されなければＳ１２５２へ、処理を進める。
　Ｓ１２５２で携帯電話機３００は、Ｓ１２１９で検知された操作が、ズーム駆動ボタン
（Ｔ）８２２の押下開始かどうかを判定する。携帯電話機３００は、ズーム駆動ボタン（
Ｔ）８２２の押下開始と判定されればＳ１２５３へ、ズーム駆動ボタン（Ｔ）８２２の押
下開始と判定されなければＳ１２５７へ、処理を進める。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２０２】
　Ｓ１２５５で携帯電話機３００は、等速ズーム制御用ＧＵＩ８０４ａをデジタルズーム
モードに変更する。
　Ｓ１２５６で携帯電話機３００は、カメラ１００に送信するデジタルズーム制御命令を
決定する、デジタルズーム用命令判定処理を行い（詳細は図１２Ｄを用いて後述する）、
図１２Ｃに示す処理を終了する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０８】
　一方、Ｓ１２７６で携帯電話機３００は、現在のデジタルズーム倍率が最小倍率かどう
かを判定し、最小倍率と判定された場合は、倍率を下げることができないため、Ｓ１２７
８に処理を進める。また、携帯電話機３００は、現在のデジタルズーム倍率が最小倍率と
判定されなければＳ１２７７へ処理を進める。
　Ｓ１２７７で携帯電話機３００は、デジタルカメラに送信する命令として「デジタルズ
ーム開始命令」をセットし、「ワイド方向」をデジタルズーム開始命令のズーム方向パラ
メータとして設定して、図１２Ｄに示す処理を終了する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０９】
　Ｓ１２７８で携帯電話機３００は、作業用メモリ３０４に保存されているズームアダプ
タ２００の装着状態およびステータス情報を参照し、ズームアダプタ２００が制御可能な
状態かどうか判定する。携帯電話機３００は、ズームアダプタ２００が制御可能な状態と
判定されればＳ１２７９へ処理を進め、制御可能な状態と判定されなければ図１２Ｄに示
す処理を終了する。
　Ｓ１２７９で携帯電話機３００は、ズーム制御用ＧＵＩをデジタルズームモードから通
常モードに変更し、図１２Ｄに示す処理を終了する。これによりユーザは、ズームアダプ
タ２００を制御して交換レンズ１５０をズームさせることが可能となる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６Ｂ】
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【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９Ａ】
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【手続補正２０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図９Ｂ】

【手続補正２１】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１１Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１Ａ】
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【手続補正２２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２Ｃ
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１２Ｃ】

【手続補正２３】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２Ｄ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２Ｄ】
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